『福祉サービス利用援助契約書』
　利用者 ○○ ○○（以下「利用者」という。）と ○○町社会福祉協議会（以下「町社協」という。）、高知県社会福祉協議会（以下「県社協」という）は、次のとおり契約します。
　【契約の目的】
第１条　町社協は、利用者に対して、福祉サービスの利用等を援助します。そして、利用者ができるだけ自立して、地域で生活がおくれるように援助します。
２　県社協は、町社協による援助が適切に行われるように監督します。
　【援助の対象】
第２条　町社協は、利用者について、次の手続きを援助します。
（１）福祉サービスを利用し、または利用をやめるために必要な手続き
（２）福祉サービスの利用料を支払う手続き
（３）福祉サービス利用についての苦情解決制度を利用する手続き
（４）日常生活に必要な事務に関する手続き
（５）年金及び福祉手当などの受領に必要な手続き
（６）医療費を支払う手続き
（７）税金や社会保険料、公共料金などを支払う手続き
（８）日用品などの代金を支払う手続き
（９）以上の支払にともなう預貯金の払い戻し、預貯金の解約、預貯金の預け入れの手続き
（10）施設や病院などがおこなっている金銭管理に対する見守り
　【援助の方法】
第３条　町社協は、つぎの方法でこの契約書の第２条の手続きを援助します。
（１）相談と助言、情報提供
（２）市町村、関係機関との連絡調整
（３）手続きの代行
（４）第３条４項で定める代理権の範囲内での代理
２　町社協は、できるだけ利用者みずからが、福祉サービス利用手続きなどをおこなえるように援助します。
３　町社協は、利用者に対し援助をおこなうにあたっては、あらかじめ利用者の意思をたしかめます。
４　利用者は、町社協に対して、次の手続きについての代理権を与えます。
（１）福祉サービスの利用料や医療費、税金、社会保険料、公共料金、日用品などの代金の支払いの手続き
（２）次の預金についての払い戻し、解約、預け入れ手続き
金融機関・支店名　　○○銀行○○支店
預貯金の種類　　　　普通預金
口座番号　　　　　　１２３４５６
口座名義（ふりがな）□□□□（△△△△）
　　（３）町社協と利用者は、第４項（２）の預金の払い戻し、解約、預け入れ手続きの代理権について、○○銀行○○支店に対して代理人届を出します。
５　利用者の意思をたしかめることができなくなった場合は、利用者の生活にふさわしい方法で援助します。ただし、この場合、この契約書の第１１条にさだめるように、町社協がこの契約を解約することがあります。
　【援助の内容】
第４条　具体的な援助の内容については、利用者と町社協とで「支援計画」をつくり、そのなかにさだめます。
　【援助の担当者】
第５条　町社協は、「支援計画」にさだめられた専門員と生活支援員に援助をおこなわせます。
２　生活支援員は、専門員の指示をうけながら援助をおこないます。
　【支援計画の確認及び変更】
第６条　町社協は、定期及び必要なつど「支援計画」が利用者の生活にふさわしい内容かどうかをたしかめます。
２　利用者は、いつでも、町社協にたいして「支援計画」を変えることを求めることができます。
３　「支援計画」は、利用者と町社協の合意によりかえます。
　【審査】
第７条　「支援計画」を変える前に、町社協は、県社協にたいして、次の点の審査を求めることができます。
　（１）新たな「支援計画」の適切さ
　（２）新たな「支援計画」についての利用者の理解のたしかさ
２　利用者の理解のたしかさについて審査を求めるときは、あらかじめ利用者の同意をえます。
　【書類やはんこの保管】
第８条　利用者は、町社協にたいして、町社協が必要と認めたつぎの書類やはんこを預けることができます。預かる場合、利用者と町社協は「預かり書」をつくります。
（１）この契約書の第２条の手続きを援助するときに使用する普通預貯金通帳と、その届出印、そのほか日常的に使用する書類
　（２）年金証書や定期預金証書、実印などの書類やはんこ
２　利用者は、いつでも、預けた書類やはんこを返してもらうことができます。書類やはんこを返してもらったとき、利用者は、その内容を書いた「受取書」をつくり、町社協にわたします。
３　この契約が終わったときは、町社協による保管も終わります。
４　この契約が終わったときに、利用者、利用者の相続人などいずれからも受け取りがなかった場合、町社協は県社協に利用者の書類やはんこを預け替えます。
５　この契約が終わった日から５年が経過したにもかかわらず、利用者、利用者の相続人などいずれからも受け取りがなかった場合、県社協は利用者の書類やはんこを廃棄します。

　【利用料】
第９条　この契約書の第２条の手続きの援助にたいする利用料は、つぎのとおりとします。
　（１）利用料金　１時間　１,５００円（３０分単位で計算します）　
（２）町社協は、利用料を月末締めで１月ごとに計算し、翌月に利用者に請求します。
２　この契約書の第８条第１項の（２）の書類やはんこの保管にたいする利用料は、つぎのとおりとします。
　（１）利用料金　１年間　６,０００円
３　利用者は、町社協の請求にもとづき、請求後１月以内に利用料を支払います。ただし、生活保護受給者については、前２項の利用料が免除されます。
　【報告】
第10条　町社協は、定期に、利用者にたいして、この契約がどのようにおこなわれているかを報告します。
　【解約】
第11条　利用者は、いつでも、この契約を解約することができます。
２　町社協は、次の場合は、県社協の同意をえたうえで、この契約を解約することができます。
　（１）利用者が、住居を移転したことなどで、この契約による援助をつづけることがむずかしくなった場合
　（２）利用者の意思をたしかめることができなくなったために、新たな「支援計画」を作成することができなかったり、利用者の生活にふさわしい援助ができない場合
３　町社協が、この契約を解約するときは、利用者の生活にふさわしい他の援助を利用できるようにつとめます。
　【契約の期間】
第12条　この契約の期間は、令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までとします。ただし、この期間が終わるまでに、利用者から契約を終わらせる申し出がないときは、さらに、１年間、この契約をつづけます。その後も同じです。
２　まえの契約の期間中であっても、この契約書の第１１条による解約があった場合または利用者が死亡した場合は、この契約は終わります。
　【監督】
第13条　町社協は、定期に、県社協にたいして、この契約がどのようにおこなわれているかを報告します。
２　町社協は、利用者の意思をたしかめることがむずかしくなった場合は、ただちに、県社協に報告します。
３　県社協は、いつでも、町社協にたいして、この契約がどのようにおこなわれているかについて報告を求めることができます。
４　県社協は、いつでも、町社協にたいして、この契約について意見をのべることができます。町社協は、県社協の意見を尊重して、この契約をおこないます。

５　町社協は、やむを得ず、町社協自身が提供する福祉サービスを利用者に提供することになった場合は、その都度、県社協に報告します。
　【損害の賠償】
第14条　町社協が、この契約をまもらず、そのために利用者に損害を与えたときは、町社協は、その損害を賠償します。ただし、町社協が十分に注意したにもかかわらず生じた損害については、賠償しません。
２　県社協が、この契約をまもらず、そのために利用者に損害を与えたときは、県社協は、その損害を賠償します。ただし、県社協が十分に注意したにもかかわらず生じた損害については、賠償しません。
　【秘密を守ること】
第15条　町社協と県社協は、この契約をおこなっている間に知った利用者に関する秘密を守ります。この契約が、終わったあとも同じです。
　【この契約についての苦情】
第16条　利用者は、いつでも、この契約についての苦情をいうことができます。連絡先はつぎのとおりです。
　窓口　　○○町社会福祉協議会 福祉サービス利用援助契約担当窓口
　　　　住所　　
　　　　電話　　
　窓口　　高知県社会福祉協議会 福祉サービス利用援助契約担当窓口
　　　　住所　　高知市朝倉戊３７５－１　高知県立ふくし交流プラザ内
　　　　電話　　０８８－８４４－９０１９
　　窓口　　運営適正化委員会事務局
　　　　住所　　高知市朝倉戊３７５－１　高知県立ふくし交流プラザ内
　　　　電話　　０８８－８０２－２６１１
２　県社協は、利用者の苦情を受け付けたときは、その解決につとめます。
　この契約が成立したことを明らかにしておくために、この契約書を３通つくり、利用者、町社協及び県社協のそれぞれが１通ずつを持つことにします。
　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　利用者　　住　所　　
　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（印）
　　　　　　　町社協　　住　所　　
　　　　　　　　　　　　氏　名　　社会福祉法人　○○町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　○○　○○（印）
　　　　　　　県社協　　住　所　　高知市朝倉戊３７５－１　
　　　　　　　　　　　　氏　名　　社会福祉法人　高知県社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　○○　○○　（印）
